
 

 

 
第 40回高齢社会をよくする女性の会全国大会 in松山実行委員会 

開 催 日 時 2020年 2月 12日（水） 

テ ー マ 
「第 40回高齢社会をよくする女性の会全国大会 in松山」開催にあたって   

 ～すべての生命の尊厳と輝きを保持する社会を目指して～ 

形   式 講演会 

講 師 等 樋口恵子氏 

参 加 人 数 合計  77  名（女性  67  名，男性  10  名） 

実行委員数 合計  8  名（女性  8  名，男性  0  名） 

〈内容〉 

 講師は、人生 100 年時代を先頭切って迎える日本社会での問題点を、逆縁社会、ファミレス

社会、家族激減社会と称しながら語られた。特に明治初年からの民法における家族制度の問題

（父権など）が現代にも尾を引き、日本の少子化の根本原因となっている。 

現在の少子化は女性の無意識のうちのストライキともいえる。健康寿命においては、女性が男

性よりも 3.5 年も短い点が注意点と捉えられる。人生の終末期をヨタヘロしながらも生きがい

を持つには、地域との連携を持つことが重要である。高齢社会に希望を持てる仕組みを日本が

世界に先がけ示すことができたなら、これこそ世界への平和貢献につながるだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

〈参加者の声〉 

 ・高齢社会について多様な視点からのお話で、元気づけられました。 

 ・時代をつかむキャッチフレーズは、物事の本質をとらえる力から生まれることを再認識さ

せられました。 

 ・今から 20年後の社会を考えるきっかけをもらった。 

 ・公民館活動に携わっておりますが、より地域の人を大切に交わっていきます。 

 ・とても分かりやすくユーモアたっぷりで楽しい時間をありがとうございました 

〈まとめ〉 

 参加者は、樋口恵子さんの講演に期待してこられた方が多く、定員オーバーになる盛況ぶり

であった。講演内容については、アンケートの結果でも満足度が高く、また、開催側の意図と

した、高齢社会への考え方、問題提起についての意見もある程度浮き彫りにできた。そして、

全国大会分科会テーマの参考意見をいただくことができた。 
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